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はじめに
病気を治療する，もしくは病気を予防するとい
う観点から，「食」について考えることは重要で
ある．すでにナイチンゲールは看護覚え書1）にお
いて，この重要性を指摘しているが，患者のケア
において伝統に根ざす天然成分の有効性を活用す
ることは人類の経験と智恵の集積でもある．この
ことは「医食同源」という言葉が表すように薬物
も食物も同じ源であるという考え方である．現代
医療では化学的に合成された薬品を多用するが，
長い人類の歴史からみれば，それは極めて最近の
ことでしかない．それまでは食品や薬草・薬木が
病気の治療薬として使われてきた．すなわち，疾
病の治療と患者のケアに対する方策を東洋医学の
中に見出すのであれば、天然成分の有効性を科学
的に検証することが東西医学の融合に結びつく。
我々はホリスティックな立場から患者に提供でき
る「食」の知識に精通し，看護の「智」につなが
ることを考え，天然成分の効用に関する一連の基
礎的研究を行ってきた．今回は東洋において古く
から食用や漢方薬として使用されている大棗（タ
イソウ）の作用に注目して，その成分と効用につ
いて文献を渉猟するとともに，我々の研究経過に
ついても若干の知見を述べる．
歴史的経緯
大棗は棗（ナツメ：ZizyphusjujubaMiler
var.inermisRehderまたはその他の近縁植物で
あるクロモドキ科ナツメ属 Rhamnaceae）の果
実である．棗の原産地はヨーロッパ東部から東ア
ジアにかけてであるが、主として中国東北部の南
部地域～華北に自生または栽培されている2）．大
棗には滋養・強壮，鎮静，鎮痛，利尿の補気薬と
しての作用があるといわれており，漢方薬では他
の生薬とともに配合される3）．生薬は自然界に存
在する植物，動物，鉱物などの天然品をそのまま，
あるいは乾燥，水蒸気蒸留などの簡単な加工を施
して薬用としたものである．日本薬局方の生薬総
則には，「医薬品各条の生薬は，動植物の薬用と
する部分，細胞内容物，分泌物，抽出物又は鉱物
である」と定義されており，第15条改正日本薬局
方には，現在医薬品として200品目の生薬が収載
されている3）．大棗は傷寒論の基本的処方として
書かれている桂枝湯にも用いられている．桂枝湯
の証は，第12条「太陽の中風，陽浮にして陰弱，
陽浮の者は熱自ら発し，陰弱の者は汗自ら出ず．
嗇嗇（しょくしょく）として悪寒し，淅淅（せき
せき）として悪風し，翕翕（きゅうきゅう）とし
て発熱し，鼻鳴，乾嘔（かんおう）の者は，桂枝
湯之を主（つかさど）る．」と記されている4,5）．
桂枝湯の構成は，ケイヒ（桂皮）4.0g，シャク
ヤク（芍薬）4.0g，タイソウ（大棗）4.0g，カ
ンゾウ（甘草）2.0g，ショウキョウ（生姜）1.5g
である．日本で漢方製剤として用いられているも
のは156種類あり，その中で，大棗が使用され
ているものは47種類と約3割を占めている（表
1）6）．
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日本における「食」としての大棗
日本への棗の渡来は古く，その果実である大棗
は「本草和名」（918年），「倭名類聚抄」（934年）
に奈豆女または奈都女という名称7）で記されてお
り，江戸時代までに全国的に普及したが，ほとん
どの地域において家庭栽培をするにとどまった．
例えば，岐阜県飛騨地方の家の庭には棗の木を植
える習慣が今でもあるが，多くは1～2本に留ま
り，その果実を直接食するか，家庭で砂糖または
蜂蜜などで煮込んで自家用に食べている程度であ
り，商品としての利用目的はあまりない．秋の朝
市に並ぶか，長期保存のために缶詰にする程度で
ある。しかし中国や韓国では古来より乾果として
料理や菓子に用いる習慣があり，お茶とともに大
棗を食する習慣があることから，日本でも商品化
を目的とした棗の栽培の試みがすでになされてい
る（図1）．福井県には以前，棗村（なつめむら）
と呼ばれる地域（現在の福井市に統合されている）
があった，その所以（ゆえん）で，そこには棗の
栽培を行っている農産会社があり，大棗そのもの
の乾果またはエキス，あるいはその成分を用いた
お茶，お菓子，飴，カステラ，蕎麦などに応用し
て販売している．しかし，まだ広く流通するには
至っていないのが現状である．なお，ナツメとナ
ツメグとの関係はない．ナツメグ（nutmeg）はニ
クズク科の常緑高木であり，西洋料理の香味料と
して珍重されるものである7）．また果実の形状が
似ているデーツ （ナツメヤシ：Phoenix
dactylifera）とも別品種である。これは北アフ
リカや中東で主食にもされる。
抗アレルギー作用
ラットを用いて大棗の抗アレルギー活性につい
て検討した報告では，大棗の水エキスからは抗ア
レルギー活性は認められず，エタノール熱浸エキ
スからは抗アレルギー活性が認められた．エタノー
ル熱浸エキスで認められた抗アレルギー活性成分
は ethyla-D-fructofuranosideであり，これは
エタノール熱時抽出の過程で生成した二次的産物
である． この ethyla-D-fructofuranosideは
IgG，IgM産生抑制にはほとんど影響せず，IgE
産生のみを選択的に抑制する特性が認められた．
さらに ethyla-D-fructofuranosideの関連化
合物を用い，IgE産生を選択的に抑制する実験
では，2％NaHCO3で胃液の影響を抑えた上で，
n-pentylb-D-fructopyranosideが最も良好な
結 果 を 示 し て い る ． ま た n-pentylb-D-
fructopyranosideは，50～200mg/kgで濃度依
存性のあるIgE産生抑制が現れ，PHA産生はい
ずれの容量でも促進傾向がみられている．この化
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表1 大棗が使用されている漢方製剤一覧
1，胃苓湯 17，桂枝加竜骨牡蛎湯 33，小柴胡湯加桔梗石膏
2，越婢加朮湯 18，桂枝加朮附湯 34，参蘇飲
3，黄耆建中湯 19，桂枝加苓朮附湯 35，清肺湯
4，黄湯 20，桂枝湯 36，大柴胡湯
5，黄連湯 21，桂麻各半湯 37，大柴胡湯去大黄
6，葛根湯 22，五積散 38，大防風湯
7，葛根湯加朮附湯 23，呉茱萸湯 39，当帰建中湯
8，葛根湯加川辛夷 24，柴陥湯 40，当帰四逆加呉茱萸生姜湯
9，加味帰脾湯 25，柴胡加竜骨牡蛎湯 41，排膿散及湯
10，甘麦大棗湯 26，柴胡桂枝湯 42，麦門冬湯
11，帰脾湯 27，柴朴湯 43，半夏瀉心湯
12，帰調血飲 28，柴苓湯 44，平胃散
13，桂枝加葛根湯 29，四君子湯 45，防已黄耆湯
14，桂枝加厚朴杏仁湯 30，炙甘草湯 46，補中益気湯
15，桂枝加芍薬大黄湯 31，小建中湯 47，六君子湯
16，桂枝加芍薬湯 32，小柴胡湯
50音順
合物での毒性試験（ラット）に関しては，LD50>5
g/kgとほとんど毒性が無いことが確認されてい
る8）,9）．これらのことから，アレルギー疾患患者
が増加している本邦10）では，日常的に摂取しやす
い天然物を用いた治療としても大棗は期待される．
抗不安・鎮静・催眠作用
まだ明確ではないが，マウスにおける実験で，
経口的に大棗のエタノール抽出液を0.5，1.0，2.0
g/kgの濃度で与えたところ，低用量で抗不安作
用，高用量で鎮静効果を生ずることが報告され
た11）．また，大棗から分離されたサポニンはマウ
スにおいて，鎮静，催眠効果もあるとしている12）．
抗炎症作用
抗炎症効果についての報告は，ラットの急性炎
症 と 慢 性 炎 症 モ デ ル に お い て 大 棗 の
hydroalcoholic抽出液が NOの発現阻害するこ
とにより，抗炎症効果が出現する13）という論文が
ある．
抗腫瘍作用
中国ではがん患者に処方される漢方薬に大棗が
入っているものが多いことをきっかけに大棗自体
の抗腫瘍作用について調べ， ヒト肝癌細胞
（HepG2）において，大棗からのクロロホルム抽
出液は最も効果的であったことが報告された．ま
た，クロロホルム抽出液はアポトーシスを誘導す
るだけでなく，100mg/mlで細胞周期における
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図1
Ａ（左上）:栽培を目的とした棗農園（福井市小幡町）
Ｂ（右上）:棗の果実である大棗（たいそう）：収穫期は9～10月である
Ｃ（左下）:棗の枝にある特徴的な大きな棘（4～5cmに達する）
Ｄ（右下）:棗の花：開花期は6～7月である
G1期での停止，200mg/mlでのG2/M期での停
止を起こす14）．さらに，HepG2においては大棗
抽出液の効果は，緑茶エキスを使用することで高
まる15）．悪性黒色腫細胞においては，細胞周期の
G2/M期での停止，さらにcaspase-3とcaspase-
9を上昇させる16）．また大棗から分離された3-O-
（cis-p-coumaroyl）-alphitolicacid,3-O-（trans-p
-coumaroyl）-alphitolic acid, betulinic acid,
betulonicacidを用い，K562,PC-3,LOX-IMVI,
A549の腫瘍細胞の増殖抑制傾向が報告されてい
る．B16（F10），SK-MEL-2では前記3つ目まで
の成分により増殖抑制傾向が確認されている17）．
大棗の中に含まれるトリテルペノイドには
betulinicacidが存在するが，これは抗炎症作用
や抗腫瘍作用を有することが示されている18）-20）．
betulinicacidの細胞障害性は，最初は悪性黒色
腫細胞に特異的である21）とされていたが，その後
の追跡で神経外胚葉由来の細胞系に対して作用し
ている22）,23）．また，その他にもbetulinicacidの
細胞障害性はヒトの腫瘍細胞に対してのみ示
され，非腫瘍細胞には細胞障害性はない24）．
betulinicacidはミトコンドリアに作用し，アポ
トーシスに関わる経路の活性化を起こすが，この
誘導はFas/Fasligandの経路を通しており，古
典的な経路に従っている25）．betulinicacidに誘
導されるアポトーシスのメカニズムは reactive
oxygenspecies（ROS）産生物によって加速さ
れたミトコンドリアの直接的反応を媒介してい
る26）．また Gopalら27）は骨腫瘍の一種である
Ewing・ssarcomafamilytumorcellineに対し，
大棗の成分であるbetulinicacidは増殖抑制を示
すことを報告している．
大棗のエキス作成と我々の研究経過
我々が使用している大棗エキスは研究目的に供
与されたものであるが，その作成は乾燥，抽出，
濃縮という原理的には単純な工程であり，大棗以
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表2 大棗の成分について（文献28）,29）より抜粋参照）
糖類 D-Fructose,D-Glucose
トリテルペノイド
colubrinicacid,alphitolicacid,
3-O-（cis-p-coumaroyl）-alphitolicacid,
3-O-（trans-p-coumaroyl）-alphitolicacid,
3-O-（cis-p-coumaroyl）-maslinicacid,
3-O-（trans-p-coumaroyl）-maslinicacid,
betulinicacid,oleanolicacid,betulonicacid,zizyberenalicacid,ceanothicacid,
zizyberanalacid,epiceanothicacid,maslinicacid
トリテルペン系
サ ポ ニ ン
zizyphussaponinⅠ,zizyphussaponinⅡ,
zizyphussaponinⅢ,jujubosideA,jujubosideB
フラボノール・
フ ラ バ ノ ー ル
rutin,catechin
フ ラ バ ノ ン
6,8-di-C-glucosyl-2（S）-naringenin,
6,8-di-C-glucosyl-2（R）-naringenin
ク マ リ ン 類 scopoletin
その他の芳香族
誘 導 体
zizybeosideⅠ,zizybeosideⅡ,vomifolil,roseoside,zizyvosideⅠ,zizyvosideⅡ
プ リ ン 誘 導 体 cAMP,cGMP
脂 肪 酸 oleicacid,linoleicacid,palmiticacid,stearicacid,myristicacid
カ ル ボ ン 酸 malicacid,tartaricacid
ビ タ ミ ン 類 vitaminC,vitaminB1,vitaminB2,carotene,nicotinicacid
ス テ ロ ー ル sitosterol,stigmasterol,desmasterol
そ の 他 の 成 分
resin,catechol,essentialoil,thirteen kindsofaminoacids,selenium,calcium,
phosphorous,iron
外の不純物あるいは化学的物質が混ざることはな
い．この過程において最高90℃程度の加熱がなさ
れる以外の物理学的、化学的変化は生じていない
ため，その作用は棗そのものの成分（耐熱性の成
分と熱変性によって生じるものを含む）によると
考えられる．現在，大棗のエキスを作成する過程
において，大棗の皮，実，種を分けることが困難
であり，その有効成分がどこに含まれるのか，あ
るいは具体的にどのような成分が有効なのかはま
だ不明である．大棗には様々な成分が含まれてい
るが（表2）28）,29），抽出，濃縮された大棗エキス
にもポリフェノール類が 2.0g/100g（Folin-
Chiocalteu法）の割合で含まれていることがわ
かっている．
我々はこれまで Dunn骨肉腫細胞における分
化誘導について一連の研究を行い， 3・,5・-
dibutyryl cyclic adenosine monophosphate
（dbcAMP）による 効果が認められることを証明
してきた30）-32）．この細胞はマウス自然発生の骨
肉腫であるが，長い継代によりその骨形成能が弱
くなってきている．そのため最近はヒト由来の
MG-63骨肉腫細胞を購入し，これまでにも各種
のフラボノイド成分について調べてきた．最近は
お茶の成分であるカテキン類（これらもフラボノ
イド類に属す）の作用についての研究を行ってい
るが，その成果ではエピガロカテキンなどにその
増殖抑制効果が強く認められることを確認した．
今回，我々が大棗に着目した理由として，まず
第1に挙げられるのは,大棗にはdbcAMPと同
様に細胞内のセカンドメッセンジャーである
cAMPが上昇する作用が存在すると指摘されて
いることである．実際に生体内でdbcAMPによっ
て細胞内cAMPを直接上昇されることは困難で，
何らかの薬剤，あるいは天然成分の中からレセプ
ターなどを介して細胞内のcAMPを二次的に上
昇させるデリバリー・システムを探索しなければ
ならない．その対象として大棗が候補に挙がった．
また2つ目には中国での大棗の「食」に関する慣
習として，お茶と一緒に食するという伝統がある
ため（第3項に記載），伝統に裏打ちされた「食」
の効果があるのではないかという期待である．す
なわち我々がこれまで研究してきたお茶の成分の
カテキン類との併用により細胞の増殖抑制作用に
対して相乗効果があるかもしれない．これらの基
礎研究は臨床的に抗がん剤治療中にも併用できる
ことと，治療終了後も抗がん作用をもつサプリメ
ントとしても服用できる可能性に繋がる．
現在は大棗から水で抽出，濃縮されたエキスを
用いて調べているが，MG-63骨肉腫細胞に対す
る抗腫瘍効果を期待できる知見を得た．この培養
実験系では細胞形態の変化を伴っており，一部に
アポトーシスの誘導が認められるとともに，細胞
周期の変調が確認された（未発表）。しかし大棗
のどのような成分が抗腫瘍効果をもたらしている
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図2
Ａ（左）：培養MG-63骨肉腫細胞（無添加群）：敷石状に細胞が増殖している．
Ｂ（右）：大棗エキスを最終濃度が40mg/mlになるように添加して，24時間後の細胞形態
を示す．細胞が委縮傾向を示し，細胞突起の伸長が認められる。細胞密度は無添
加群（A）と比べて低い．
のかは不明であるし，現在の研究はinvitroで
の効果にとどまっているため，効能を示す用量を
検討するにはinvivoでの抗腫瘍効果と副作用の
発現についても検討しなければ生体への実用的な
効果と安全性についての予測はできないと考えて
いる．
ま と め
大棗は古くから漢方薬などとして，人々に食さ
れてきたが，その作用に関しては未だ不明な部分
が多い．これまでに抗アレルギー作用，抗不安・
鎮静・催眠作用，抗不安・鎮静・催眠作用，抗炎
症作用，抗腫瘍作用についての研究成果が報告さ
れているが，今後，大棗の抽出物から分離された
成分についてさらに詳しく調査していくことで，
新たな作用の発見が期待できる物質ではないかと
考えられる．現在，看護における薬への関与は，
薬の管理，患者への正確な投与，副作用への対応
などに限定されるが，天然成分の解明が進むこと
により，看護ケアの中での「食」の指導に生かす
ことができ，臨床看護の「智」に繋がるのではな
いかと考えている．
謝 辞
本総説を執筆するにあたり，大棗エキスの供与
ならびに棗に関する取材に御協力いただきました
（株）シーロード・（有）棗の里農産の海道洋子
様に深謝する．また当講座の実験研究にご協力い
ただくとともに，本稿のご校閲を賜りました宮原
龍郎・薬学博士に深謝する．
参考文献
1）NightingaleF（1860）NotesonNursing:
Whatitisandwhatitisnot,London.（湯槇
ます，薄井坦子，小玉香津子ほか：看護覚え書－
看護であること・看護でないこと－（改訳第6
版）．pp112-134，現代社，東京，2003．
2）富山県薬剤師会：和漢薬ハンドブック．富山
県薬剤師会編集，pp146,富山県薬剤師会，富
山，1992.
3）御影雅幸，木村正幸：伝統医薬学・生薬学．
pp50-65,p159,南江堂，東京，2009.
4）曽野維喜：東西医学よりみた傷寒論．pp27-
33,南山堂，東京，2002.
5）森 由雄：入門傷寒論．pp12-14,南山堂，
東京，2007.
6）浦部晶夫，島田和幸，河合眞一編集：今日の
治療薬．pp1059-1095,南江堂，東京，2012.
7）長沢元夫：万有百科大事典「植物」．佐竹義
輔ら編集，小学館，p455,1972.
8）岡村信幸，八木 晟：漢薬大棗の活性成分に
ついて―薬物宝庫の天然物―．福山大学薬学部
研究年報 3:75-91，1985．
9）八木 晟 ,江田昭英 ,稲垣直樹ほか:大棗
の成分研究（第4報）大棗エタノールエキスよ
り 抗 ア レ ル ギ ー 成 分 . Ethyl a-D-
Fructofuranosideの単離.藥學雜誌 101:700-
707,1981.
10）厚生労働省:アレルギー疾患対策の方向性等
http://www.mhlw.go.jp/stf/houdou/
2r9852000001nfaoatt/2r9852000001nfdq.pdf
2012/09/30.
11）Peng WH,Hsieh M-T,LeeYS,etal:
AnxiolyticeffectofseedofZiziphusjujubain
mousemodelsofanxiety.JEthnopharmacol
72:435-441,2000.
12）JiangJ-G,HuangX-J,ChenJ:Separation
andpurificationofsaponinsfrom Semen
Ziziphus jujuba and their sedative and
hypnoticeffects.J Pharm Pharmacol59:
1175-1180,2007.
13）GoyalR,SharmaPL,SinghM:Possible
attenuation ofnitricoxideexpression in
anti-inflammatoryeffectofZiziphusjujuba
inrat.JNatMed65:514-518,2011.
14）HuangX,Kojima-YuasaA,NorikuraT,et
al：Mechanismoftheanti-canceractivityof
ZizyphusjujubainHepG2Cels.AmJChin
Med35:517-532,2007.
15）Huang X, Kojima-Yuasa A, Xu S,
NorikuraT,etal:Greenteaextractenhances
東洋の「食」と看護の「智」（その1）
―64―
theselectivecytotoxicactivityofZizyphus
jujubaextractsinHepG2cels.Am JChin
Med36:729-744,2008.
16）HungC-F,HsuB-Y,ChangS-C,etal:
Antiproliferation of melanoma cels by
polysaccharideisolatedfromZizyphusjujuba
.Nutrition28:98-105,2012.
17）LeeSM,MinBS,LeeCG,etal:Cytotoxic
triterpenoidsfrom thefruitsofZizyphus
jujuba.PlantaMed69:1051-1054,2003.
18）ZhuM,PhilipsonJD,GreengrassPM,et
al:Chemicalandbiologicalinvestigationsof
rootbarkofClerodendrummandarinorunh.
PlantaMed62:393-396,1996.
19）RecioMC,GnierRM,ManezS,etal:
Investigations on steroidal anti-
inflammatoryactivityoftriterpenoidsfrom
DiospyrosLeucomelas.PlantaMed61:9-12,
1995.
20）MukherjeePK,SahaK,DasJ,etal:
Studieson anti-inflammatory activity of
rhizomesofNelumbonucifera.PlantaMed
63:367-369,1997.
21）PishaE,ChaiH,LeeIS,etal:Discoveryof
betulinicacid asa selectiveinhibitorof
melanomathatfunctionsbyinductionof
apoptosis.NatMed10:1046-1050,1995.
22）SchmidtML,KuzmanoffKL,IndeckLL,et
al:Betulinicacidinducesapoptosisinhuman
neuroblastomacellines.EurJCancer33:
2007-2010,1997.
23）FuldaS,JereniasI,DebatinKM:Betulinic
acid:anew chemotherapeuticagentinthe
treatmentofneuroectodermaltumors.IntJ
Cancer82:435-441,1999.
24）ZucoV,SupinoR,RhigettiSC,etal:
Selectivecytotoxicityofbetulinicacidon
tumorcellines,butnotonnormalcels.
CancerLett175:17-25,2002.
25）ConstantiniP,JacototP,DecaudinD,et
al:Mitochondrion asa noveltargetfor
anticancertherapy.JNatlCancerInst92:
1042-1053,2000.
26）FuldaS,FriesenC,LosM,etal:Betulinic
acidtriggersCD95（APO-1/Fas）andP53
independent apoptosis,via activation of
caspasesinneuroectodermaltumors.Cancer
Res57:4956-4964,1997.
27）GopalDVR,NarkarAA,BadrinathY,et
al:ProtectionofEwing・ssarcomafamily
tumor（ESFT） cel line SK-N-MC from
betulinicacidinducedapoptosisbyalpha-DL-
tocopherol.ToxicolLett153:201-212,2004.
28）Complementary and alternativehealing
university
http://alternativehealing.org/da_zao.htm
2012/09/26.
29）富山大学和漢医薬学総合研究所民族薬物資料
館：民族薬物データベース.http://ethmed.u-
toyama.ac.jp/Search_jp/step8.asp
2012/05/30.
30）KanamoriM,MatsuiH,YudohK,etal:
DifferentiationofDunnosteosarcomacels
inresponsetodibutyrylcyclic3・,5・-adenosi
nemonophosphate.JCancerResClinOncol
119:323-328,1993.
31）KanamoriM,MatsuiH,YudohK,etal:
Effects of dibutyryl cyclic adenosine
monophosphate on nucleolar organizer
regions and epidermal growth factor
receptorofDunnosteosarcomacels.JExp
ClinCancerRes16:135-139,1997.
32）KanamoriM,OhmoriK,YasudaT,etal:
Effectsofhyperthermiaanddifferentiation
onculturedDunnosteosarcomacels.Cancer
DetectPrev27:76-81,2003.
富山大学看護学会誌 第12巻2号 2012
―65―
